
食育実践プランナー
 
 
「おいしい」
の仕組みについて知りたくなり、【食育実践プランナー】という講座を昨年受講しました。
 
 
この講座では、食育の基礎知識や、日本食の文化、マナー、
食材選び、味の組み立て方など、盛りだくさんな内容について学ぶことができます。
（食育：食を通して、健康的な生活を送る力を育むこと）
 
難しい内容ではなく、普段の食生活につながる内容のため、
ふむふむ、なるほどなるほど、と最後まで楽しく受講できました。
 
 
あとは得た知識を、実生活に取り入れるだけ・・・（これがなかなか難しい）
まずはカップラーメンやポテトチップスを食べる回数を減らさなくては・・・。
 
 
 
グルメ（美食家）にはなれないけど、グルマン（食いしん坊）はグルマンなりに
少しずつ健康的な食生活にシフトチェンジしていきます。
 
 
 
事務局　深井
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「いのちの森　高江」を見て
先日、沖縄の東村高江を題材にしたドキュメンタリー映画「いのちの森　高江」を見る機会がありました。

高江は沖縄本島の北東に位置し、深い森（「やんばる」と呼ばれています）に囲まれた、人口１５０名ほどの小さな集落です。
そこへ、集落を囲むように６つのヘリパッド（ヘリコプター着陸帯）が建設されようとしており、現在は２カ所が完成・４カ所が工事中で
す。

何故、ヘリパッド建設に反対するのか・・高江に住む住民の苦労が描かれています。

やんばるの森には、絶滅危惧種や天然記念物・固有種が多く生息しており、木々を切り倒すことでその生態系が壊れてしまう可能性がある
のです。
チョウ類研究者の女性は
「木にはたくさんの役割があり、沢山の生き物の棲み処とエサを与えている。」
「木を切ることは、その木を頼って生きるはずだった昆虫たちや未来に生存するはずだった生き物たちのいのちを奪うことになる」
「壊すのは簡単だけれど、元に戻すのは難しい。」と語っています。

また、森を切り開くことによる自然・環境破壊のほかにも、オスプレイの騒音・低周波による人体への影響も懸念されており、高江に住む
ある女性は頭痛がひどく１時間は症状が消えないそうです。

驚くほど低空を飛ぶオスプレイに、墜落するのではないかと怯え、騒音で眠れぬ日々が続き、更には低周波による体調不良に悩まされる
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日々。
そんな環境では子供にも良くないと、子どもを連れ隣村に避難し、家族が離れ離れで暮らしている家も少なくありません。
今後、ヘリパッドが全て完成すると、年間４０００回もの訓練が実施されます。
今よりも状況が悪化することは目に見えており、高江の住民はもう高江に住めなくなってしまうと不安をかかえ、それでもどうにか自分た
ちの家・森を守ろうと毎日奮闘しています。

自分の家・故郷が同じようになくなってしまうとしたらどうするだろう。
毎日騒音で眠れなかったら。
悲しい、ツライ・・・でも、同じように声を上げることは出来るのだろうか。
色々なことを考えさせられます。

事務局Ｈ
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「さくらねこ」を知っていますか？
１年間に殺処分される猫の数は、約７万匹です。

１匹のメス猫は年に３回出産し、１回に約５匹の子猫を産みます。合計して１年で１５匹です。
生まれた子猫が孫猫を生み、さらにその孫猫がひ孫猫を産んだら…あっという間に５０匹以上に増えてしまいます。

人間社会の片隅で生きているノラ猫たち、何の罪もない命が殺処分という不幸な最期を迎えないためには、不妊手術を実施し、これ以上増
やさない必要があります。

その実現のために、「さくらねこ」活動があります。
ノラ猫を捕獲し、不妊手術を行い、その目印として耳先をさくらの花びらのような形にカットして元の縄張りに戻し、その一代限りの命を
地域で優しく見守っていこうというものです。

耳カットは、不妊手術の麻酔が効いている間にするので痛みもなく、出血もほとんどありません。

もし、どこかで耳先がカットされた猫を見かけたら、
「この猫は不妊手術がしてあるんだな。この辺の優しい方々が、世話をちゃんとしてあげている地域なんだな。」
と思って下さい。

そのような活動もあり、猫の殺処分数は、１０年前と比べ、３分の１に減りましたが、まだまだ膨大な数です。
まずは、このような現状と、「さくらねこ」活動を知ることが不幸な猫を減らすことには大切なのだと思います。

１日でも早く殺処分がゼロになりますように･･･

 

事務局 山本
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弁護士との報告・連絡・相談
弁護士との間では、報連相（報告・連絡・相談）が欠かせません。最近は、報連相はメール等のＰＣ機能を使用することが多くなったと感
じています。

弁護士は裁判や打ち合わせでデスクにいないことも多く、また、お忙しそうで、なかなか話しかけるタイミングが掴めないことも多いです。
そのため、いつでも利用できるメールは、仕事を進めるうえでとても利便性がある重要なツールとなっています。

 

でも、口頭で伝えるのが一番と考えるアナログな私。（もちろん、口頭報告が必要なことです。）

弁護士がデスクにいらっしゃるときに、イソイソと弁護士のデスクに行き、仕事を中断させてしまうのではないかと申し訳ない気持ちを抱
きながら話しかけます。弁護士は、しっかりと聞いてくださり、丁寧に応答してくださいます。ありがたいです。
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メールだと返事にタイムラグがありますが、直接の会話により、その場で解決できることも多いです。

また文字以外の情報は伝わりにくいですが、直接話すと、会話の端々から、事件に対する弁護士の考え方であったり、次に進む方向が分か
ることもあるので、私も今後の事務対応に役立ちます。また、声のトーンやデスクの状況から、そのときの多忙状況を感じることができた
り、今リアルタイムで取り組んでいる事件も目に飛び込んできます。

 

メール等の利便性と、口頭での直接の会話、どちらの利点も活かして仕事を進めていきたいと思います。

というわけで、今日もイソイソと弁護士のデスクを訪れる私です。

 

（事務局　Ｅ）

http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2017/03/3e0c829ec682abb6ca3dd3610aa737e3.jpg


愚直な努力
同僚ではあるが、昨年１０月から今年の１月まで、何度か研修のため仕事を教える機会があった。

担当弁護士から、多岐に亘る法律事務ではあるが、限られた時間の中で、できるかぎり経験し、最低限の知識と実務を身につけさせてほし
いとの要望であった。

彼には、すでに長い社会経験があるものの、これまでの経歴とは畑違い、年齢も若いとはいえない。自分のことはすっかり脇に置いて、新
しい分野の仕事への理解と吸収力はいかばかりかと、多少、失礼なことを考えたりした。

ところが未経験ながら、２年後の日弁連事務職員能力認定試験を受験するべく、自らクレオで研修を受けている。並ならぬ努力をしている
人である。

初めて相続人調査から相続関係図作成までを、研修の一環としてお願いした。戸籍の見方、読み方、民法改正による相続分の変更、ついで
に家督制度まで一通り説明し、あとは任せてみた。

戸籍が全てそろったというので、相続関係図を作りましょうと向けると、自力で作成してみると言う。しばらくすると相続関係図のデータ
が私のメールに添付されてきた。ほぼ完璧だった。しかも早い。

その後に、添付の相続関係図が登記申請用であったため、多少の訂正はしたが、要件は全てそろっていた。

私に欲が出て、相続分の計算を頼むと、すぐさま関係図に書き込んできた。こちらも正解。

私が先輩から研修を受けたころは、机の上に模範六法、書記官研修テキストが載っていた。まず裁判所に提出する書類が、どの法律に基づ
き、何を求められているのか。根拠条文から説明を受け、頭の中に？が何個も浮かんだころ、ようやく書式が置かれ、さらに詳細な説明が
あった。厳しかったから質問はできなかった。

直接、書記官に質問して来いと先輩に言われ、恥を忍んで裁判所へ走ったことが何度もあった。

この１０年くらいだろうか。仕事の習得方法は大きく変わった。途中の理解を求めず、結論だけを欲しがる。書式をデータでもらい、そこ
に必要事項が当てはめられれば完成することが多くなったからだろうか。でも、それでは経験年数に比例した力量が身につかない。

彼には敢えて、回り道しながら法律事務を習得することを、研修最終日の贈る言葉とした。表現はやや品を欠くが、泥臭い事務局には自力
がある。愚直に努力しよう。

これらは同時に、私が自分に向けた言葉でもある。
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また愚直の一年が始まった。

 

事務局　長澤

春の予感
 
 
立春を過ぎてそこはかとなく春を感じられる今日この頃となりました。
日差しも強くなって心が浮き浮きしますね。
思わず南沙織のタイトル曲を口ずさみたくなります。
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しかし・・・・。
 
自分にとっては花粉が飛び交うつらい季節の到来です。
２０数年前に花粉症になって以来切っても切れない縁となりました。
くしゃみ・鼻水・鼻詰まり・目のかゆみ、これが２ヶ月近く続くのかと思うと憂鬱です。
マスク・薬・ティッシュペーパーは花粉症の必須アイテムです。
花粉症に良いといわれるヨーグルトも意識的に食べていますが、長年染みついた体質はそう簡単には変わりません。
 
皆さんはいかがですか。
自分は無縁と思っていても症状は突然やってきます。油断してはいけません。
のどの痛みも熱も咳もないのにやたらとくしゃみ・鼻水が出るという人は一度耳鼻科で診てもらいましょう。
もしかしたらそれ、花粉症かも知れませんよ。
 

事務局　小林
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外の世界へ
最近、絵画に造詣が深い友人の影響を受けて、美術館にこまめに足を運ぶようになりました。

絵画に限らず、音楽でも、様々な舞台芸術でも、またはスポーツであっても、本物に触れる、リアルに体験するというのは、何かが伝わる
ことを感じます。

私たちは情報化時代に暮らしていて、居ながらにしてあらゆることを知ることが出来ますが、足を運んで体験することは、人生を豊にして
くれるものだと思います。

ただ、せっかくの芸術に触れていても、よくわからないこともあります。きっと、そういう機会を増やして、感性を磨いていくことによっ
て、感受性も高まるのかもしれません。

日々の暮らしのなかでも、自分の世界の外に関心を持って、いろいろなことを知ることは、とても大切なことだと思います。

事務局Ｍ．Ｔ
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食品ロス
食糧についてあるシェフのお話を聞く機会がありました。
お店から出る生ごみをすべて、リサイクルシステムを導入し堆肥化しているお店のシェフです。
食べ残しではなく野菜の皮や魚をさばいた時の皮や骨など生ごみ処理機で堆肥化、できた肥料を契約農家さんが使用。
できた野菜はお店で引き取り、お店で料理を提供する、また出た生ごみは堆肥化するというサイクルを確立されています。

現在日本は年間5,800万トンの食糧を輸入、そのうち1,700万トン廃棄処分していると言われています。
本来食べられるのに捨てられている「食品ロス」は、年間約500～800万トン、これは世界全体の食料援助量（約400万トン）の
約2倍相当するというお話でした。

家庭から出される生ごみの約4割は食べ残しで、その半分は手つかずで捨てられた食品であり、さらにその4分の1は賞味期限前のものが
含まれているそうです。
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賞味期限はおいしく食べられることを保証する期限、消費期限は腐敗などの劣化に伴う衛生上の危険が発生するおそれがないと認められる
期限。
メーカーは賞味期限を７割に設定しているところが多いそうです。１００日間の賞味期限だったとしても７０日間で設定し販売。賞味期限
が過ぎていても食べることはできます。
消費期限は保存試験を受けての期限なのでこの期限を過ぎると安全の保証はなくなるでしょうとのお話でした。
消費期限は守ったほうが良い、賞味期限があいまいで、このあいまいが「食品ロス」につながるそうです。
「みなさん特売だからと言って必要のない量を買っていませんか？」との問いにドキッとしました。

野菜は保存方法を知っていれば「ロス」になりません。保存方法を勉強し家庭から出るゴミを減らしたいですね。
私は家庭用生ごみ処理機を検討中。「食品ロス」をなくすために家庭でできることを考えていきたいです。

事務局　竹前

お話しを聞いたレストランのお料理

分断されないために
11月5日から6日にかけて、下記の交流集会に、参加してきました。

第36回　全国クレサラ・生活再建問題被害者交流集会 in 宮崎
貧困のない社会を実現しよう～貸金業法等改正後10年目の課題～

貧困が各世代に広がる中で、どんな問題が起きているのか、
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どうしていったら良いのか、その辺が大きなテーマです。

本当に困っている人たちを救済すれば格差が縮まる、
私などは、単にそれだけを考えてしまうのですが、
それと同時に、もっと感情に迫ってみる必要がありそうです。

生活保護受給を恥ずべきことと考え、借金を重ねる人たちがいて、
税金や社会保険料を取られるだけで、その恩恵を感じていない人たちがいて、
その吐け口として、生活保護受給者に対するバッシングをする人たちも。

でも、このまま格差が広がって分断され、
誰かが誰かのせいにして、対立が深まってしまうと、
国が国で無くなるように思うのです。

分断されない、分かち合える社会に近付ける、
それぞれの立場で考えていかなければと思いました。

 

事務局 荻原
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引越し
娘が来春の小学校入学にあわせて引越しを考えています。

夏頃から物件探しをしているのですが、なかなか決まりません。
都会に住みたい夫と田舎へ帰りたい私でまず意見が対立しました。

金額、戸建て、マンション、通勤、小学校、学童など考えることがたくさんあります。
さらに、防災、浸水マップや地盤に関する情報を見たり、登記事項証明書を確認したり、数年後に住み替えた場合の資産価値などを考える
と心配事がたくさんで頭が痛くなります。

最初は楽しかったのですが、今ではすっかり疲れてしまいました。
こんな調子で引越はできるのでしょうか・・

 

事務局　Ｓ
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